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研究成果の概要（和文）：契丹語辞典の編纂は契丹言語文字研究史上初めての試みである。本研

究３年間の着実かつ豊富な契丹文字研究の成果を基礎に、新出墓誌及び離散資料に現れるすべて

の字形を鑑別して電子化し、これまで未解読の単語の意味を推定すると同時に大量の表音字と表

意字の音価を復元し、収集した契丹文字資料を最新の言語学的方法のもとに研究・分析を行った

うえに解読した単語のデータベースを大幅に充実させた。こうしたデータベースの構築によって、

契丹文字に関する本格的な言語学的見地からの研究は完成の域に到達し、今後の関連分野におけ

る研究に重厚な基礎を提供するものとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：The edit of the dictionary of the Khitai language is the firstly 

attempted in the history of study on the Khitai language and scripts. Based on concrete 

and rich fruit of three years' research project, the head investigator identifies all 

the scripts seen on newly excavated epitaphs and dispersed materials and makes electronic 

texts of them, assumes meanings of words that never have been deciphered, on the other 

hand, reconstructs phonetic values of lots of phonographies and ideographies, enriches 

database of words of collected Khitai materials that have been deciphered based on studies 

and analyses under the newest linguistic approaches. Based on the construction of this 

database, the full-scale linguistic study of Khitai scripts has reached a level of 

completion, and offers rich basement of studies on concerning fields.  
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資料の持続的な発見がある。これらは契丹文

字および契丹語の研究に対する極めて豊富な

資源である。 

 研究代表者の専攻は契丹文字・女真文字を

中心とする歴史言語学及び遼史であり、毎年

中国の関係地区を調査し、契丹文墓誌を収集

した。收集した墓誌のあらゆる契丹大小字を

電子化し、解読作業を加速し、それによって

短時間のうちに大量の契丹語の単語を解読し、

さらにこれを基礎に契丹語の文法について全

面的な研究を進めえた(『契丹語言文字研究』

東亜歴史文化研究会、2004年。『契丹大字研

究』東亜歴史文化研究会、2005年)。文法の解

明は、さらに単語解読の進展を促進し、こう

して墓誌の記述内容を歴史学の角度から考察、

研究することができるようになった。契丹文

墓誌と遼史などの漢文史料の記述の比較研究

を通じて、大量の新知見を獲得し、契丹(遼)

の歴史に対する認識を不断に深化しえた。個

別的な角度(契丹の社会組織、氏族と部落、皇

族と后族、習俗と文化)から契丹(遼)史を研究

した諸論文を基礎に、2006年夏までに獲得し

た墓誌資料によって、『契丹文墓誌より見た

遼史』(松香堂、2006年)の一書をまとめた。

契丹史の研究は逆に契丹文字の研究を促進さ

せ、歴史的記述の文章に特有の数多くの単語

は容易に解読されるようになった。 

 今日国外にも契丹文字研究者がいるが、文

字・言語・史学の総合的研究成果は認められ

ず、主に契丹小字だけを対象にし、より豊富

な資料を備えている契丹大字を無視している。

契丹小字に関する解読成果に限っても、いま

までのところ研究代表者が2004－05年に出版

した著書以上の知見は獲得されていない。 

 

２．研究の目的 

 『契丹語辞典』の編纂は契丹言語文字研究

史上初めての試みである。本研究の申請は、7

年来の着実かつ豊富な契丹文字研究の成果を

基礎とするものである。研究代表者が研究計

画調書を作成する間にも、内蒙古自治区東部

と遼寧省で大量の契丹文字が記された文物が

出土したとの朗報を得た。毎年新出土資料が

出現するといった豊富な学術環境のもと、現

有の研究成果を総括し、さらに単語のデータ

ベースを充実させる上で契丹語辞典の編纂に

踏み出せば、今後の契丹学において必ずや予

想以上の成果を獲得することができよう。 

 

３．研究の方法 

(1) 收集した契丹文資料の字形を基礎に鑑

別して全て電子化する。現時点までに研究代

表者はすでに287個の契丹小字の音価、543個

の契丹大字の音価を復元し、あわせて一群の

契丹語の単語の意味を推定している。收集さ

れた契丹文資料が増加するにつれこの作業成

果は不断に拡大している。 

さらに契丹語の単語の意味を推定すると同時

に、継続的に契丹大小字の音価を復元する。

解読範囲を拡大するための基礎研究作業の一

つとして、解読済みの単語を国際音声記号(Ｉ

ＰＡ)に転写する。 

 

(2) (1)を基礎として、すべての単語に対し

て語幹と文法的接尾辞の境界を入力する。こ

の作業には単語の文法的分析が不可欠である。

契丹文資料の記述内容を全面的に解読し、收

集しえた契丹文資料を全部翻訳し、正史その

他の漢文史料及び漢文墓誌の記述との比較研

究を進める。資料内容の理解を深化すること

によって、単語の意義・形態素の全面的な抽

出・確認を促進させる。契丹語の文法形態素

の意味と機能を分析し、文法体系を記述する。 

 

(3) (1)、(2)を基礎として、すべての単語の

文脈付き索引(KWIC)を作成する。これに基づ

いて検索・頻度統計・用例抽出等の処理を行

い、それぞれの文法的形態素の種類と意味・

用法を体系的に分類・記述する作業を進める。

これらの成果に基づいて、最終年度は契丹大

小字データベースをさらに充実し、『契丹語

辞典』を編輯する。 

この辞典の完成は、次の段階の研究に対す

る堅実な基礎を構築するものである。 

 



 

 

４．研究成果 

[平成20年度] 本年度は、まず收集した契丹文

資料の字形を基礎に鑑別して全て電子化した。

さらに契丹語の単語の意味を推定すると同時

に、継続的に契丹大小字の音価を復元した。

解読範囲を拡大するための基礎研究作業の一

つとして、解読済みの単語を国際音声記号(Ｉ

ＰＡ)に転写した。この作業の完成によって、

次年度に行う契丹文資料の全面的解読、收集

しえた契丹文資料の全体的翻訳、及び正史そ

の他の漢文史料及び漢文墓誌の記述との比較

研究に堅実なベースを作った。 

本年度においては研究の基本的な準備段階

として以下のような作業を進めた。 

(1)墓誌以外の大量の契丹文字離散資料を精

査・分析し、コンピュータに入力した。 

(2)以上の資料に出現する新字を電子化し、既

存のデータベースを拡充した。 

(3)入力済みの契丹文字資料に見える単語を

引き続き解読した。 

(4)契丹文字データベースをさらに充実し、契

丹語辞典の編纂の準備を行うため、資料調

査・収集を実施した。 

 

[平成21年度] 本年度は、收集した契丹文資料

の異体字を分析した上で全て電子化した。音

価復元済みの単語のすべてを国際音声記号

(ＩＰＡ)に転写した。こうした作業によって、

形態面での分析や意味面での解読に大きく裨

益することが期待される。契丹文字資料の全

体的なアルファベット化は従来行われておら

ず、音韻復元の研究成果を踏まえて実現した

ものであり、契丹文資料の全面的解読、收集

しえた契丹文資料の全体的翻訳、及び正史そ

の他の漢文史料及び漢文墓誌の記述との比較

研究に堅実なベースを作った。 

本年度においては研究の進行段階として以

下のような作業を進めた。 

(1)新出資料に現れる文字を精査・分析し、コ

ンピュータに入力した。 

(2)以上の資料に出現する新字と異体字をと

もに電子化し、既存のデータベースを拡充し

た。 

(3)入力済みの契丹文字資料に見える単語の

音価や意義の確定などを引き続き行った。 

(4)契丹文字データベースをさらに充実する

ため、契丹文字資料の所蔵地における調査・

収集を実施した。 

 

[平成22年度]本年度においては研究の最終段

階として以下のような作業を進めた。 

(1)前年度の調査で獲得した資料を引き続き

分析し、コンピュータに入力した。 

(2)新出契丹大字と契丹小字を電子化し、既存

のデータベースを拡充した。 

(3)入力済みの契丹文字資料に見える単語を

引き続き解読している。 

(4)解読作業とともにいままで推定していな

い一部の表意字と表音字の音価を新たに復元

できるようになった。 

(5)解読した大量な単語によって、墓誌文の国

際音声記号での転写並びに墓誌文の全訳を引

き続き行っている。 

(6)本年度の調査対象は引き続き契丹文字資

料が大量に現れる中国モンゴル自治区を重点

区域とした。さらに、韓国国立中央博物館を

はじめ戦前の日本人学者が調査し得られた韓

半島での契丹に関わる古文字資料を現地で調

べてデータベースに収めた。 
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